
コンソーシアム名 椎葉村みらい創りプロジェクト共同事業体

コンソーシアム
参加機関名

（下線は代表機関）

椎葉村 (株)スマートデザインアソシエーション (株)タイヨーシステムサービス （社）日本テレワーク協会
富士ゼロックス（株） 宮崎大学

地方移動者数 従業員：２人 個人：５人 地元ワーカー数 従業員：０人 個人：２人

事業概要

豊かな自然環境や日本の原風景である暮らしが今なお残る椎葉村において福祉施設跡の遊休施設を改装し、多様な人々との
交流や自然と共に生きている暮らしの体験を得ることにより、農山村ならではのインキュベーション施設としてのモデルを目指
す。

平成29年度予算ふるさとテレワーク推進事業（追加公募）
「椎葉村ふるさとテレワークみらい創りプロジェクト」

宮崎県椎葉村（宮崎県椎葉村）

～一過性ではない！人の流れを作る～ 椎葉流ふるさとテレワークみらい創りプロジェクト

空き施設
の活用

「農山村ならではのインキュベーション施設」
－多様な人、モノ、文化が触れあう事から生み出される場－

＜企業＞

富士ゼロックス
・ワークライフバランスの改革
・新事業開発のプラットフォーム

＜起業家・クリエイター・個人＞
・新しい働き方、暮らし方を実践
する人

＜在住者テレワーカー＞
恒常的利用

＜二地域居住者・長期滞在者＞
コワーキング的利用

＜移住希望者＞
・ローカルライフを希望する人
（年間100件以上の椎葉村への
移住相談者など）

支
援

利
用

世界農業遺産など椎葉村をはじめ近隣には誇れる地域資源を活
かした活性化の取り組みが起きておりこうした新たなソーシャルビ
ジネスとテレワークを結びつけるインキュベーション施設となる事
により、更なるテレワークの創出による移住の潮流を生み出す

・クラウドソーシング拠点

セミナー受講や都市部を含めた村内外のアウトソーシング業務を
行いながら農山村の暮らしと両立する

・集いを目的とした場
テレワーカーだけでなく旅行者や子どもから高齢者まで利用し交
流する事により情報交換や対話の中から活性化への新しいタネ
が生み出される

・利用しやすい環境
観光情報など椎葉村の情報が集約される観光協会や簡易宿泊
所、カフェも併設するなど利用しやすい 施設計画となっている

■移住への支援
＜ソトの支援＞
スマートデザインアソシエーション（福岡移住計画)、
タイヨーシステムサービス
・九州や関西における移住希望者と椎葉村を繋げ
る役割

＜ナカの支援＞

・空き家バンク制度（家の確保）
・移住コーディネーター
地域おこし協力隊による移住者目線でのサポート

・移住サポーター
村内在住者による移住者と地域とを繋げるサポーター

<椎葉村、日本テレワーク協会、宮崎大学>
・テレワーカーの育成（セミナーの実施）
・多様な人々が交流するコミュニティの場の構築
支援

・移住施策の推進
・みらい創りプロジェクトの活動支援
・学術的見地からの助言

別紙２
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